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第 5節 家ノ脇Ⅱ遺跡出土須恵器の蛍光X線分析

大谷女子大学  三辻 利一

全国各地の窯跡出土須恵器を大量に分析した結果、K、 Ca、 Rb、 Srの 4元素が有効に地域差を表

すことが見つけられた。さらに、窯または、窯群間の相互識別法として、2群間判別分析法が適用

され、有効であることもわかった。かくして、上記 4元素を中心にして、2群間判別分析法が須恵

器産地推定法として提案された。この方法はまず、窯跡数が少ない初期、古式須恵器の産地推定に

適用された。 5～ 6世紀代には、和泉陶邑に100基を超える窯跡が見つけられているにもかかわら

ず、地方では限られた地域に1～ 2基程度の窯跡が発見されているに過ぎない。この事実から、地

方窯周辺の古墳出土須恵器が在地産か、それとも、外部地域からの搬入品かをみる2群間判別分析

法の適用を考えた。もちろん、外部地域からの搬入品があるとすれば、その産地として、陶邑を第

一候補に上げなければならない。こうした考え方から、地元窯と陶邑群間の2群間判別分析が行わ

れ、陶邑産の須恵器が全国各地の古墳から出土することが明らかになってきた。

古墳時代がおわり、平安時代に入ると、須恵器は保存容器として日常生活に不可欠のものとなり、

須恵器生産は各地に波及する。8～ 9世紀代の須恵器窯は各地で見つけられており、しかも、大井

窯群のように数 10基を超える窯跡がまとまる大規模な須恵器窯群が 1県に 1ケ 所ほどの割合で見

つけ出されている。そこでの製品は「調」として、地方から平城京や平安京へ供給されることにな

る。須恵器伝播の流れは5～ 6世紀代とは全く逆流する訳である。

当然、この時期の須恵器産地推定法は初期、古式須恵器の産地推定法を若干、修正しなければな

らなくなる。この時期にはすでに、和泉陶邑での須恵器生産は衰退し、畿内周辺での須恵器生産の

中心は兵庫県へと移り変わる。したがって、 2群間判別分析の母集団として、陶邑は必要ではなく

なる。むしろ、地元の大規模窯群が母集団の中心となる。大規模窯群での須恵器生産は個人経営に

よるものではなく、背後に地方官衛の存在があったものと推定される。当然、そこでの生産物は官

行を通して供給されていったものと推察される。ただ、この動きはこれまでのところ、殆ど把握さ

れていない。むしろ、これから、大規模窯群の製品の伝播を通して明らかにされていく問題なので

ある。こうした考え方を持つ筆者は当然、松江市周辺の追跡出土須恵器の産地推定では大井窯群を

母集団の中心として2群間判別分析を行うことになる。家ノ脇Ⅱ遺跡出土須恵器の産地問題につい

ても、大井窯群の製品が含まれているどうかという観点からデータ解析を進めた。

家ノ脇Ⅱ遺跡出土須恵器の分析データは表 1に まとめられている。全分析値は同時に測定した

岩石標準試料、」G-1に よる標準化値で表示されている。このデータ表示のほうが両分布図を作成

したり、統計計算をする上には便利である。表 1のデータに基づいて作成した両分布図を第 1図

に示す。比較対照のために、大井領域を長方形で描いてある。半数近くの試料は大井領域に分布す

るが、残りの半数近い試料は大井領域外に分布することがわかる。この遺跡には、少なくとも数ケ

所の生産地の製品が供給されていたことを示している。大井群の製品を見つけ出そうとすると、大

井群を母集団の一つに選択した2群間判別分析を行わなければならない。ここでは、便宜上、出雲

X群をもう一つの母集団として、2群間判別分析を行った。出雲X群 とは出雲国庁跡から出上した

須恵器の中に、20点ばかりの産地が特定出来ない須恵器集団があった。出雲地域内にあると想定さ
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れたので、出雲X群としたのである。前もっ

て、大井群 と出雲 X群 との間の 2群間判別

分析が行われ、それぞれ、大井群、出雲X群

への帰属条件が求められた。この判別図上に

家ノ脇Ⅱ遺跡出土須恵器の計算結果をプロッ

トした。その結果を第 2図に示す。10点ばか

りの須恵器が大井領域に分布し、大井窯群の

製品が含まれていたことが半J明 した。一方、

出雲X群の領域に分布する須恵器は 1点 もな

く、出雲X群と同じ胎土をもつ須恵器は 1点

も含まれていないことがわかった。過半数の

試料は不明領域に分布した。かくして、大井

群産と推定された須恵器はNo.3、 4、 6、

8、  9、  14、  16、  18、  21、  22、  24、  25の 12

点である。帰属が疑わしいNo.7、 15、 17の

3点は大井群産 ?と しておいた。産地不明と

なった試料はNo。 1、 2、 5、 10、 11、 12、

13、  19、  20、  23、  26、  27、  28、  29、  30、  31しり

16点である。産地推定の結果は表 1の最右欄

に示してある。また、この産地推定の結果を

第 1図

|.O

K

Q5

Rb

Q5

O
O Q5      LO

Sr

両分布図上でも確認するため、第 1、 2図には産地不明となった試料には番号を付しておいた。

これらの試料は第 1図において、大井領域をずれており、産地不明となったことは十分理解できよ

う。産地不明となった試料の両分布図での分布をみると、Ca、 Sr量が多いもの、少ないものがあ

り、さらに、K、 Rb量が少なくて、大井領域をずれた試料もある。これらの試料の分布から、そ

の生産地は lヶ所ではなく、数ケ所あることが推察できよう。

このように、産地不明の試料が相当数出たことは驚くに値しない。その理由は生産地がまだ、十

分整理されていないことである。大井窯群自体、さらに多くの窯跡出土須恵器を分析して、大井群

の化学的特性を明確にすることが必要であるし、地理的にも、どの辺までが大井群として掌握すべ

きなのかも明らかにすべきであろう。そして、大井窯群以外の小規模の窯群 (数基単位の窯からなる)

の所在と、その化学的特性の整理もまた、必要となる。これらのデータが整理されるにつれて、松

江市周辺の遺跡出土須恵器の産地推定の正確度は上がってくるものと予想される。このように、今

後、土器の考古学は土器形式分類という考古学的方法と、自然科学の方法をつかって得られたデー

タを駆使して、土器の生産と供給という考古学上の問題を研究しようとする方向へ向かうものと推

察される。土器の形式分類だけでは土器を歴史研究に活用することは困難である。大量に出土する

土器を歴史研究の材料として活用していこうとすると、「考古科学」という新しい分野の研究の導

入は不可欠であると筆者は考えている。

家ノ脇 Ⅱ遺跡出土須恵器の両分布図
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第 2図 家ノ脇 Ⅱ遺跡出土須恵器の産地推定
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表 1 家ノ脇Ⅱ遺跡出土須恵器の分析データ

料
号
試
番 器種 K Fe Na D″ (大井) Dゼ (出雲 X) 推定産地

1 蓋 0383 0025 0029 不 明

2 蓋 0683 1] 不 明

3 蓋 0458 0534 0554 0219 11 大井群

4 不 (高台) 0528 142 0693 0 177 大井群

5 杯 (高台) 120 17 不 明

6 杯 (糸切り) 0238 0263 夫井群

7 長頸壷 207 0618 10 大井群 (?)

8 高杯 0475 0213 0609 0590 0.282 大井群

9 壺 (高台付) 0360 大井群

10 不 211 262 不明

不 (糸切り) 0506 035ユ 16 不明

高杯 359 0444 0.558 不明

重 (把手付) 119 不明

対 (重 ) 0635 大井群

5 不 0280 161 0521 0717 0285 大井群 (?)

16 蓋 0518 211 0637 0407 0269 大井群

17 高杯 177 0675 太井群 (?)

杯 0.430 0576 大井群

高杯 0175 0506 0.189 不 明

高杯 0121 不 明

提瓶 0574 0357 大井群

提瓶 0313 229 0569 0223 大井群

壬更 0215 0221 不明

菱 大井群

高杯 235 0521 0563 大井群

蓋 0432 0637 0234 不明

蓋 0471 0227 209 不 明

蓋 0312 不 明

不 0209 0543 0247 17 不 明

不 0309 0968 0426 257 不明

蓋 0390 0904 0276 不 明
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第 6節 原田遺跡出土須恵器の蛍光X線分析

大谷女子大学  三辻 利一

全国各地の窯跡出土須恵器の分析データから、K、 Ca、 Rb、 Srの 4元素が有効に地域差を表す元

素であることが見つけられた。この作業に20年を超える年月を要した。地域差はK―Ca、 Rb―Srの

両分布図上で有効に表示できた。産地問題の研究では「地域差」が基本的に重要な要素となる。地

域差を示す 4元素の発見と両分布図の活用が産地問題の研究の第一歩となった。

土器の素材は粘上であり、粘土は岩石が地質年代をかけて風化して生成したものである。岩石が

多くの元素を含有しているように、粘土にも多くの元素が含まれていることは、その蛍光X線スペ

クトルやガンマ線スペクトルによって明らかである。多数の試料について、これらのすべての元素

を定量分析することは不可能に近い。産地問題の研究ではこれらの元素のうち、いずれかの元素を

選択して定量分析することになる。そのために、どの元素が有効に地域差を表すかを実験的に求め

なければならない。そのための絶好の分析対象が窯跡出土須恵器であつた。

上記 4元素にみられる地域差は通常、K―Ca、 Rb―Srの両分布図上に表示される。窯跡出土須恵器

の分析データは両分布図上でよくまとまって分布する。その理由は良質の粘土が選択的に採集され

たからであると筆者は考えている。しかし、同じ窯群内でも別の窯跡から出土する須恵器の化学的

特性は類似するものの、ぴたりとは一致

しない場合が多い。その理由は粘土の採

集場所が異なったことによると考えられ

る。多数の窯跡から出土した須恵器の分

析データをまとめて、窯群の化学的特性

が求められる。両分布図上におけるその

広がりは 1基の窯跡出土須恵器の広がり

よりも大きいのが普通である。松江市周

辺には多数の須恵器窯跡が発見されてい

るが、いずれの窯跡から出土する須恵器

も類似した化学的特性をもっており、こ

れらをまとめて、大井窯群と称している。

産地推定では消費地遺跡出土須恵器の

分析データはまず、近辺にある、同時代

の窯跡の須恵器に対応させるのが常識で

あろう。原田遺跡の須恵器も地元、大井

窯群の須恵器の分析データに対応させて

みた。

図 原田遺跡出土須恵器の両分布図

分析結果は表 2に まとめられている。

全分析値は同時に測定された岩石標準試    
°

料、」G-1に よる標準化値で表示されて

第 1

LO
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O
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いる。この値から%濃度や ppm濃度表示に変換することは可能であるが、標準化値で十分、地域

差を比較できるので、いちいち変換しないことにしている。

表 2のデータに基づいて作成した両分布図を第 1図 に示す。比較対照のために、大井領域を示し

てある。長方形で描いたのは、描き易いためである。当然、その領域は定性的な意味しかもたない。

それでも、比較対照には十分役に立つ。第 1図 より、No,3、 8の 2点 を除いて、他の 9点の試料

は大井領域に分布することがわかる。したがって、これら9点の須恵器は大井窯群の製品である可

能性が高いと推定されるが、大井窯群への帰属条件を満足しない限り、きちんとした産地推定には

ならない。ここで、産地推定のための判別分析にかけることにした。大井群の相手として、出雲国

庁跡から出上した須恵器の中に、未特定の生産地の製品と推定される 1群の須恵器があつたので、

これを出雲X群として 2群間判別分析を行うことにした。まず、大井群と出雲X群の相互識別の結

果を第 3図に示す。両群は完全に相互識別できることを示している。第 3図より、大井領域はD2(大

井)<10、 D?(出雲X)=60～ 300であり、出雲X領域はD2(出雲X)<10、 D2(大井)=20～ 80

であることがわかる。これがそれぞれ、大井群、出雲X群に帰属するための必要十分条件である。

もし、原田遺跡出土須恵器の中に大井群産の須恵器が含まれておれば、第 2図で大井領域に分布

するはずであるし、出雲X群と同じ胎土を持つ須恵器が含まれておれば、出雲X群への帰属条件を

満足するはずである。原田遺跡の須恵器を第3図の判別図上にプロットした結果は第2図に示され

ている。第 1図から予想されたように、No.3、 8の 2点を除いて、他の 9点の試料は大井領域に

分布することがわかる。これらの須恵器は大井窯群の製品と推定できる。この結果は表 2に も分析

値とともに併記してある。No.3、 8の 2点の試料にはCa量が異常に多いことが表 1からわかる。

この理由はよくわからない。ここでは産地不明としておくしか仕方ない。

かくして、原田遺跡には、地元、大井窯群産の須恵器が供給されていることが明らかになった。

第 2図 原田遺跡出土須恵器の産地推定 (K、 Ca、 Rb、 Sr因子使用 )

|♂ Iば
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表 2 原田遺跡 1区出土須恵器の分析データ
料
号
試
番 器種 K Ca Fe Na D2(大井) D2(出雲 X) 推定産地

1 蓋杯 0462 0.210 269 大井群

2 蓋杯 0468 0.270 2.52 0.565 0235 大井群

3 蓋杯 0.450 0.631 0476 0.805 0344 不明

4 蓋杯 0.426 0.175 303 0492 0.515 0211 大井群

5 高邦 0.502 0.234 177 0.655 0.550 0183 大井群

6 はそう 0.554 0.156 147 0.692 0.494 0329 大井群

7 高杯 0.51ユ 0.157 0.642 0.530 0303 大井群

8 提瓶 0.474 0.895 0.571 0.810 0420 224 不明

9 一霊 0.440 0.177 2.50 0.559 0.550 0.216 大井群

甕 0.458 0.235 0.541 0.607 大井群

甕 0606 0.153 0.681 0.484 223 大井群

第 3図 大井群と出雲 X群の相互識別 (K、 Ca、 Rb、 Sr因子使用 )
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第 7節 家ノ脇Ⅱ。前田・原田遺跡出土中世須恵器の胎土分析

岡山理科大学自然科学研究所 白石  純

1.分析目的

島根県の斐伊川中流域に位置する仁多町家ノ脇Ⅱ遺跡、前田遺跡、原田遺跡の3遺跡から出上し

た外面に格子状タタキロ、内面にカキロが施された中世須恵器の甕が備中の亀山焼および美作の勝

間田焼に類似していることから、理化学的手法により胎上分析を実施し、これらの遺跡出土須恵器

甕がどの生産地から持ち込まれているのか推定した。また、最近の研究では、山陰地域にもこの時

期の窯跡があることが想定されており
°kこ の窯跡と考えられる松江市別所遺跡 (°との比較も行っ

た。

2.分析方法

理化学的な分析方法は、蛍光X線分析法で実施した。この方法は、試料に含まれる成分 (元素)

量を測定するもので、その成分量の違いから生産地を推定する方法である。また、分析装置の特徴

は、分析試料の作製が簡単で、測定も短時間でできるため、多量に試料を分析するのに有効である。

しかし、測定試料は均質性が求められるため、分析試料を2gほ ど粉末にする必要があり、破壊分

析である。

測定装置は、エネルギー分散型蛍光X線分析装置 (セイコーインスツルメンツ製 SEA2010L)を

使用し、Si・ Ti・ Al・ Fe,Mn,Mg,Ca・ Na・ K・ P・ Rb・ Sr・ Zrの 13元素を測定した。

分析試料は、家ノ脇Ⅱ遺跡 (甕 2点 )、前田遺跡 (甕 1点 )、原田遺跡 (甕 3点)の合計 6点である。

3,分析結果

表 2の生産地 (窯跡)分析値平均一覧表および表 3の各遺跡出土試料分析値一覧表からSi(珪素)、

Al(ア ルミニウム)、 Ti(チ タン)、 Ca(カ ルシウム)、 K(カ リウム)、 Sr(ス トロンチウム)、 Zr(ジ

ルコウム)の各元素に顕者な違いがみられる。そこで、これらの元素の XY散布図を作成し、胎土

の比較を行った。

その結果、第 1図 K―Ca、 第 2図 Ti―Ca、 第 3図 Zr― Sr、 第 4図 Al―Siの各散布図には、亀山、勝間田、

別所、東播系 (魚住・神出古窯跡群)の各窯跡分布領域が示されており、この散布図に家ノ脇Ⅱ遺

跡 (甕 2点 )、 前田遺跡 (甕 1点 )、 原田遺跡 (甕 3点)か ら出上した須恵器をプロットし、産地推

定を試みた。すると、各散布図から表 1の ような生産地に分類された。

表 1 各遺跡出土試料の各散布図による産地推定一覧表
番号・遺跡名 K―Ca散布図 Ti―Ca散布図 Zr Sr散布図 Al―Si散布図

Nol. 家ノ脇Ⅱ 東播系 (魚住・神出) 東播系 (魚住・神出) 不  明 不 明
No2. 家ノ脇Ⅱ 勝間田、亀山、別所 勝間田焼 勝間田焼 勝間田、亀山

No3. 前 田 亀曲焼 亀山焼 亀山焼 勝間田、亀山、別所

No4. 原 田 不明 (勝間田焼 ?) 不明 (勝間田焼 ?) 勝間田焼 勝間田、亀山、別所

No5. 原 田 東播系 (魚住・神出) 東播系 (魚住・神出) 亀山焼 不  明

No6. 原 田 亀山焼 亀山、東播系 亀山、東播系 亀山、勝間田、東播系、別所

(なる、複数の産地に推定されているところは、生産地の分布範囲が重なつているために、複数の推定結果となつた。)
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表 2 各窯跡の分析試料平均値と標準偏差 (%)た だし、Rb e sr・ Zrは ppm。

遺跡名
析

数

分

点
Si Tl Fe Mn ふなg K P Zr

雹山(1 2 4 H号 ) 6742■ 22f 068■ 008 2045■ 241 416■ 073 003■ 001 180■ 014 043■ 01を 270■ 05】 206=037 010と 006 221■ 44 70■ 20 286■ 42

勝間田 (戸 岩 七十
荒間 進上谷 )

6718■ 241 103■007 1972■ 204 503■ 078 006■ 00 186■ 014 051■ 00 247■ 05` l η ttα 13 013■ 00( 200■ 30 105■ 16 314■ 30

,」所遺跡 47 6753■ 1 128■ 00( 】021± 083 375■ 052 004■ 001 191± 01( 053■ 00 255± 05] 185■ 014 015■ 001 172■ 27 358と 29

神出窯跡群 47 7283■ 20イ 113± 00( 1548■ 117 541■ 081 005■ 001 161■ 007 021■ 00 214■ 019 093■ 028 009■ 001 101■ 29 37■ 望 332■ 31

く住窯跡群 7083± 13( 088■ 00〔 1783■ 081 534■ 054 α03■ 001 lμ ■00( α21■ 00 230■ 02` 130■ 008 O05■ 002 14ユ ±14 55■ 9 258■ 14

料

具

試

碁 遺 跡 名 器 種 S Tl Al Fe Mn 卜江g Na K P

I 家ノ脇 Ⅱ遺跡 整 須恵器 (軟質 ) 510 205

2 家ノ脇■遺跡 霊 須恵器 6576 557 008 059 284 196

3 前田遺跡 霙 須恵器 (軟質) 6724 80 058 215

4 原田遺跡 菱 須恵器 (や や軟質) 477 005 077 167 016

5 原H遺跡 整 瓦質 6404 079 2445 017 216

6 原団遺跡 奎 須薫器 (軟管 ) 6859 082 84 033 227 203 011

表 3 家ノ脇Ⅱ。前田。原田遺跡出上須恵器の胎上分析一覧表 (%)ただし、Rb・ Sr・ Zrは ppm.

4.ま とめ

この蛍光X線分析による胎土分析から以下のことが明らかになった。

(1)家ノ脇Ⅱ遺跡のNo,1は Al― Si、 Zr―Sr両散布図ではどの領域にも入らず、K―CaoTi―Ca散布図で

は東播系 (魚住窯跡)に推定された。この結果、No.1は今回の分析では産地は推定できなかった。

また、No。 2は勝間田に推定された。

(2)前田遺跡のNo.3は亀山に推定された。

(3)原田遺跡のNo.4は勝間田?に、No.5は K―Ca・ Ti―Ca散布図で東播系 (魚住窯跡)に、Zr― Sr

散布図で亀山に、Al― Si散布図ではどの領域にも入らなかったことから、この分析では産地がはつ

きりしなかった。また、No.6は亀山に推定された。

なお、No。 4は Zr―Sr散布図で勝間田にAl―Si散布図で勝間田・亀山・別所に分布したが、

K―Ca・ Ti―Ca散布図ではどの産地にも入らなかった。そこで現段階で勝間田がもっとも近い産地

であると推定されることから、勝間田 (?)と した。

以上のように、現在までに蓄積している生産地データとの比較検討では、斐伊川中流域に位置す

る仁多町家ノ脇Ⅱ遺跡、前田遺跡、原田遺跡の3遺跡から出土した須恵器奏は、家ノ脇Ⅱ遺跡が勝

間田に、前田遺跡は亀山に、原田遺跡は亀山、勝間田 (?)に それぞれ推定された。

この分析の機会を与えて頂いた、西尾克己氏をはじめ、島根県埋蔵文化財調査センターの方々に

は、いろいろとお世話になった。また、分析試料の提供では、以下の各機関にお世話になりました。

末筆ではありますが記して感謝いたします。

岡山県古代吉備文化財センター、松江市教育委員会、兵庫県教育委員会、神戸市教育委員会

注

(1)F中世須恵器の生産と流通―山陰地方を中心に一』第 3回山陰中世土器検討会資料集 2003

(2)松江市教育委員会『別所遺跡他』 1988

-366-



０５０

（ま
）
Ｇ
Ｏ

1.00

0.75

1.00

0.75

」

０００

０００

０。

鶴

２

Ｋ

1.00

第 1図 家ノ脇 Ⅱ・前田 。原田遺跡出土甕の産地推定 (K‐Ca散布図)

0.50         1.00         1.50         2.00

Ti(%)

家ノ脇 工。前田・原田遺跡出土甕の産地推定 (Ti‐Ca散布図 )

０５０

（潔
）
電
Ｏ

」

００

ｏ

ｏ
．
　

　

　

　

図

０・０　
　
　
　
報

ど

No4 語田(須恵器 :ややH 資 )

］的禦
些
＼
＼

＼
ン
:々^H 「器 )

岳:軟質)

脅
孔
晋

ヽ
　
′
　
　
　
′
ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

（／′
▼

・／
・／
・′

ё

此
:軟質)

プ
家の脇 I(須恵器 :

:田 (瓦質)

κ賞)

yNo
.原田(須恵器 :やヽ欣質)

蜘］
Ｉ齢
ｉ
耐

Ａ
Ｉ
ド
Ц
饗

恵器)

′
／

州
Ч
′
′
ノ

甘
Ⅳ
哄
Ｗ
メ

ｉ
，デ　
　
　
質

世
　
　
軟

み
、亀倖ぢ

挫

啜
魁:

Ⅲ布競
―

・

｀ Nol家の脇 Ⅱ(
ヽ

窯日(瓦質) ヽ
ヽ
,

霊恵器 :軟質)



250

200

_ 150
E
a
a

∽
 100

50

200       300

Zr(ppm)

第 3図 家ノ脇 Ⅱ。前田・原田遺跡出土養の産地推定 (Zr‐sr散布図 )

20.00

AI(%)

500100

15.00

町1所程 円

k
峰FBR日 今希生

ｒ　　　・ｉ　≡　［〕
＼

F

「
(須恵器:や」軟質)

蝉 ＼ン I(須恵器)

//
魚 飛
ィ
′）
ｒ

田

　

『
ゼ

R思術 :私】

誕
′

)

〉

D脇 Ⅱ(須恵器

ヒ

神出分布翔

丈瞥ツ屏
口(
曰
)

．
、

、
【

、

第 4図 家ノ脇 Ⅱ・前田・原田遺跡出上菱の産地推定 (A卜Si散布図)



抄 録圭
日

生
回

報

フ リ ガ ナ イエノワキニイセキ  ハラダイセキイチク  マエダイセキヨンク

圭
口 名 家ノ脇Ⅱ遺跡 原田遺跡 1区  前田遺跡 4区

副  書  名

巻 次

シ リーズ名 尾原ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

シリーズ番号 4

編 著 者 名
西尾克己・柳浦俊―・松尾充晶・中村唯史。若月利之。三浦聡子・渡辺正巳・三辻利一

白石 純

編 集 機 関
島根県教育庁埋蔵文化財調査センター

http i//www.pref.shimane.jp/section/maibun/

所  在  地
T 6900131 島根県松江市打出町33番地
TEL(0852)36-8608 90 maibun@prefoshimane.jp

発行 年 月 日 2004年 3月 31日

所 収 遺 跡名 所 在 地
コ ー ド

】ヒ  和華東 経
調査

期間

調査

面積
調査原因

市 町 村 遺跡番号

家ノ脇Ⅱ 一］”舛一帥

差島

二仁

，
佐

32341

35燿乏

12分
45秒

132房圭

59ケ)

03秒

Ю01/04/1(

Ю01/12/Д

4,000だ
尾原ダム建設

原 田 一］”舛一鰤

力島

二仁

サ
佐

32341

35度
12分
55秒

132度

58分
44秒

Ю02/04/1

Ю02/12/笈

2,200♂

尾原ダム建設

前田

″
郡

一孵”舛”醐

オ島

二仁

三
二

32341

32度
12分
50秒

130度

16分
57売少

を002/08/2〔

Ю02/12/Д

1,310ポ

尾原ダム建設

遺  跡  名 種     別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

家ノ脇Ⅱ 遺物散布地

河道跡

縄文時代
～中世

集石・土器溜 り

多数・斐伊川河

床跡

縄文土器・弥生

土器・須恵器・

土師器・陶磁器

古墳時代後期の斐伊

川1可道跡と土器溜り

原 田 古墳・集落跡・

遺物散布地・

河道跡

縄文時代
～近世

建物跡・埋設土

器・横穴式石室・

斐伊川河床跡

縄文土器・弥生

土器・須恵器・

土師器・環頭大

刀・馬具・玉類・

陶磁器・鉄淳

縄文時代晩期の集落

跡・古墳時代後期の

古墳 。奈良時代の鍛

冶遺構・斐伊川河道

跡

前田 遺物散布地

河道跡

縄文時代
～中世

斐伊川1可床跡 縄文土器・弥生

土器・須恵器・

土師器・陶磁器

斐伊川河道跡
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